
一34一

ハワイ国キラウエア火山

一その3一

善屋龍典(環境地質部)･須藤茂(地殻熱部)･三村弘二(地

TatsunoriS0YAShigeruSmoKojiMエMURA

4-61959-60年の噴火

キラウエア･カルデラを一周するCraterRimRoad

とChainofCratersRoadとの交差点からはもし海岸

に出たければ右折であるがここでは直進してキラウエ

ア･イキを見学することにしよう.

キラウエア･イキ(第43図)はカノレデラの東隣にあり

1959年の噴火では溶岩湖ができた.またこの山頂噴火

の後翌年にはリフト･ゾｰンのはるか東方山腹でも噴

火が起こり山頂一山腹のペアの噴火がよく観察された

ことでも有名であるのでその一連の噴火の様子を簡単

に紹介しよう.

山頂噴火は11月14目に始まったがそれに先立って山

頂一帯は膨張を続け地震が多発して噴火の近いことが

予想されていた.夜8時に噴火が始まりキラウエア

･イキクレイダｰの南壁にできた東南東方向の長さ約

750mの割れ目から噴出した溶岩は何本もの細い滝と

なってクレイタｰ内に流下した.10個並んでいた噴出

口のうち翌日昼過ぎ以降も活動を続けたのは1個だけで

最初の7日間で深さ約100mの溶岩湖ができ噴出口ま

で溶岩で満たされてしまった.以後休止と活動を16回

にわたって繰り返した.活動時には溶岩噴泉を放出し

それが終わると溶岩は噴出口へ向かって逆流(d･･in

質部)･松久幸敬(鉱床部)

YukihiroMATsU亘IsA

b｡｡k)した.この活動の中で高さ約570m一と観測吏上

最高の溶岩噴泉もみられた.溶岩噴泉で高く吹き飛ば

された噴出物のうち発泡の激しい物質は北東の貿易風に

より南西方向に流され噴出口の近くにはPu'uPua'i

(盛り上げられた丘の意)と名付けられた高さ約50mの小

山ができた.さらにPu'uPua'iの南西方向の噴出物

に覆われて植物が枯れて荒廃した地域はDevastatiOn

areaと呼ばれるようになった.結局36日間の活動で

0,037良m3の溶岩が噴出しこの活動前には深さが200m

以上あったクレイタｰ内には最深120mの溶岩湖ができ

たのである.1976年のボｰリングの結果でも内部はま

だ溶融状態であったという.

山頂の活動が終わると今度は東に伸びたリフト･ゾｰ

ンの端の方で地震が頻発し始めた.マグマが山頂地域

からこのリフト･ゾｰンの下を移動してきたのである.

山頂から約45hm離れたカポホという集落のあたりに

は元々幅約1比のグラｰベンがあったが(第46図)1960

年の1月13目にそこでまた陥没が生じ｡･翌日にはその中

の長さ約1kmの割れ目から噴火が始まった.噴出口

はカポホの集落からわずか400mしか離れていなかった.

この噴火の最中には地下水とマグマが接触して猛烈な蒸
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第43図キラウエア･イキの見取図(Hazleft1979)太い矢目｣に沿

った見学コｰスは4-7章に紹介した�



日35一

籔議黙

鱗灘･養

嚢,

第46図北から見たPu'uPua'i中心部の基部に噴出口の跡が穴となって残っている本文中のコｰスは写真の右端からクレイタｰに下りて

左(東)へ進む右手遠方はキラウエア･カルデラで白く光っているのは1971･74年溶岩

気が噴出したり溶岩噴泉が斜め方向に噴出して巨大なできるようになっている(第43図).公園のビジタｰ'

“火のアｰチ"を描いたこともあった.噴火開始当時センタｰやボルケイノ･ハウスからキラウエア･ガルデ

は長い割れ目であった噴出口は次第に短かくなり最後ラの東縁に沿って南下してくると丁度ダルマ型をしたキ

まで噴火を続けていた所には高さ約100mの小山ができラウェァ･イキの首の所に出る.ここからシダが密生

た(第45図)･また東方に流下した溶岩は海中にまで抗するジャングルの中の坂を約50m下るとそこがByron

がり約2Lm2の領土をハワイにもたらした(第44図).Ledgeである.この辺から1959年の噴火でできたPu･u

結局36日間の活動で約0･1たm3の溶岩が約10km2を覆っPua'i(第46図)がよく見えその中心部にはポッカリと

たのである･この噴火によってカポホの村落は溶岩の開いた噴出口の跡が遠望される.ByronLedgeから

下に埋もれてしまったが住民はHV･Oや警備当局のジグザグ道を約50m下ると天然の実験室キラウエア･イ

指示により避難していたので幸い死者は出なかった.キの溶岩湖の湖面に下り立つことができる.しかしこ

この山腹噴火が始まると山頂地域は沈降しハレマウの縁辺部は溶岩の表面がブロック化して落ち込んだりし

マウ火口内に1952年に噴出して当時はまだ内部が溶融状でいてやや危険である.これは噴出活動が終わった時

態であった溶岩は地中に戻ってしまい火口内には陥没に噴出口への逆流が生じて湖面が下がった時にできたも

地形が残った.のである.またとの辺には径数10cmにも達する巨大

な空胞(b･bb1e)もあり(第47図)踏み抜いたりすると

4-7キラウエア･イキ見学危険なので歩道から離れない方が良い.

キラウエア･イキのクレイタｰ底には東西に横切る

歩道がついており北側についている遣と合わせて一周溶岩湖と聞くとその表面は平らで固いものと想像され

第45図カポホの1960年の活動でできた噴石丘比高は約100mある

見学者の足下にはよく発泡したスコリア(軽イf)が敷きつめら

れている

第47図キラウエア･イキの溶出湖の縁辺部にできた区大なbubble.

踏み抜くと危険である�
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第49図

(a)アラエ溶岩湖(後述)の温慶一深度図

実線は観測値,破線はモデル言十算値,芥曲線

のわきの数字は溶岩湖ができてからの日数

(b)アラェ溶岩湖の断面

図[1･の数字は溶岩湖ができてからの経過日数

であり各閉曲線はその時の1,000℃の等温線

を示す

るかもしれないが実際は凹凸がかなりありまたその表

面は非常にもろいものである.溶岩湖生成時にその表

面は空気に触れて冷却し固化してもまだ内部は高温で

ガスを放出し続けるため固化した表層のすぐ下に空洞

ができることがありときには空洞の上面から溶岩鐘乳

石(1avasta1actite)が垂れ下がっていることもある.

一般に表面近くの溶岩は空胞が多い.

溶岩の殻をガサガサ踏みながら歩くとじきにPu'u

Pua'iの噴出口の前に着く.ここには噴火の説明板が

あるが目の前の不気味な噴出口の跡を見ただけでも観

測吏上最大の溶岩噴泉を出した当時の噴火の物すごさは

頭に浮かんでこようというものである.この案内板の

裏には大きな亀裂があって説明文の末尾には｢GONO

CLOSER｣と書いてある(第48図).さて筆者の1人が

1977年の春に訪れた時は天気

が悪く雨が降っていた.降

雨があると溶岩湖の表面から

猛烈な蒸気が立ち上り.周囲は

何も見えなくなる.この蒸

気に手をかざすとかなり暖か

い.つまり多孔質の溶岩に

浸み込んだ雨水はまだその

内部が高温であるために熱せ

られて急激に蒸発するのであ

る.事実ハワイでは溶岩湖

の冷却モデノレを考える時に

降水量は無視できない要素の

1つになっている.例えば

ChainofCratersRoad沿い

に“あった"アラエ溶岩湖付

近では4年間に10皿もの降水

量が記録された.第49図にアラエ溶岩湖で測定および

モデル計算された温度を示す.同じ溶岩湖でもここ

キラウエア･イキそれにアラェ回じくEastriftzone

のマカオプヒのものはピット･クレイタｰの中に溶岩が

流入してできたものである.それに対してハレマウマ

ウとマウナ･ウノレでは火道に直結した溶岩湖ができた.

しかし後者は現在は消失してしまったしアラエとマカ

オプヒは新しい溶岩に覆われてしまったので単純な溶岩

湖として観察が継続して行われているのはこのキラウエ

ア･イキだけである.

さてPu'uPua'iを後にして東に進んでみよう.こ

の辺にはかなりの高まりや凹みがある(第50図).凹み

の中には溶岩のdrainbacたの時の他に溶岩の固化に

第48図Pu'uPua'iの前の亀裂Pu'uPm'三はこの写真の右の方に

ある人の立っている所の左に説明板があり1959年の噴火

σ)様子が書いてある

'譲

第50図キラウエア･イキ溶岩湖面にできた陥没地形場所は第53図

でPu'uPua'iの手前のあたり�
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よる体積収縮の時にできたものもあるという.また足

下をよく見ると直線的な割れ目がありそれらが多角形

を作っていることに気付く.多角形の大きさは径数m

もあるためピンとこないが冷却による柱状節理の上面

である.ときにはその割れ目に沿ってイオウなどが附

着していることがある(第51図).割れ目ができる時に

は小さな地震が生ずるのでH.VO｡ではそれを測定す

るために地震計をすえっけたこともある.その時は1

目に何百回もの微小地震が観測されたという.また

この溶岩湖が“天然の実験室"と言われる最大の理由は

その冷却固化の物理的･化学的変化の様子を高温な内部

に向ってボｰリングをして調べ続けていることにある.

その総括的注紹介は雑誌Scienti丘｡Ame工ican(日本語

版サイエンス'79.12月号)にも載ったので参照されたい.

第52図はボｰリングの跡である.

いろいろ思いをめぐらせている間に火口の東端に着い

てしまう･ここでも溶岩湖の縁には段々や割れ目がで

きているのが見える.よく整備されたシダのジャング

ノレの中のジグザグ道を約100m登ると自動車道路に出る.

1959年の噴火が始まった時に夜の噴火の光景を撮ろう

として自分が一番乗りだと思っていたカメラマンがこの

坂を急いで下りて行くと下から一仕事終えたH.V.O.

の職員が上がってきたというエピソｰドのある坂である.

さてこの歩道とCraferRimROadとの交差点付近に

は駐車場があり人の少ないキラウエア･イキのクレイ

タｰ底から上がってくると急に喧喋の世界に引き戻され

る｡自動車道路を渡った所に見物客の多いThurstOn

1avatubeがあるのである.この溶岩トンネノレは何Lm

も続いているらしいがそのうち約120mが公開されて

いる.観光ガイドブックによればこの溶岩トンネルは

ハワイ島の全住民が入れる大きさがあるとのことである.

見学できる部分では残念ながら溶岩トンネル内壁の微細

な構造はあまり見られない.しかしここには周遊でき

る歩道がついているので巨大なシダ柱どの熱帯植物を

眺めて散策するのには良いコｰスである.観光客が簡

単に入れる溶岩トンネノレは他にヒロの街から州道200

号線を西に7km程行ったKaumanaにもある.

トンネル見物の後キラウエア･イキの火口の縁を北に

進むとキラウエア･イキ展望台に着く(第53図).ここ

からは今まで歩いてきたクレイタｰ底が一望され左手に

Pu'uPua'i正面にBy工｡nLedgeその向こうにキラウ

エア･カルデラさらに右手奥にマウナ･ロアの山稜が

望めしぱしたたずみたいところである.ところでキラ

ウエア･カルデラにしてもまたキラウエア･イキや

Thurston1avatubeなどもその生成時期はいわゆる有

史以前と言われてきた.しかしこれはハワイの住民達

が文字の記録を残さなかったことにもよるのであり

H.YOのLocしwoodによれぱそれらはいずれも何万

年も昔のできごとでは校く数百年とか千年程度前にで

きたものであるという.

展望台を後にして再び歩道をクレイタｰに沿って反時

計回りに進むとこのコｰスも出発点に戻り完結するわけ

であるがその少し手前の道端にもおもしろい道具が置

いてある.火口底でボｰリングする話は既に述べたが

そのための資材はこのクレイタｰ壁の上からワイヤｰ･

ロｰプで運搬するのである.その動力は中古の自動車

のエンジンであり古びた車体ごと斜めに据えつけてある.

廃物利用もここまでくると立派なものである.この裏

手にH.V.O｡の職員宿舎がある.このコｰスはちよ

第51図キラウエア･イキ溶岩湖面の柱状節理とイオウなどの昇華物(カサ

の置いてある割れ目)降雨直後なので激しく蒸気が立ち上って

いる

第52図キラウエア･イキ溶岩湖面上のボｰリ

ング地点の1つキラウエア･イキ

ではこの様なボｰリングがメッシュ状

に掘られた�
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キラウエア

溶岩湖の周囲には

dτainbackの蹴こできた割れ周と段差が見える左の小丘

がPuuPuai正面の壁がB皿｡nLedgeその向こうに

ハレマウマウが見えるスカイラインはマウナ･ロア

っとノンビリすると半目がかってしまう､

4-8〕)eYastatiOI1-Are現

キラウエア･イキの1959年の噴火前には現在のPu'u

Pua'云付近に自動車道路が入り込んできていてクレイ

タｰの縁には展望所もあった.それが噴火でシンダｰ

に覆われてしまったために道路が途切れた部分には尾

瀬の湿原にあるのと同様に木の板を渡した歩道がつけ

られている(第43図).この間はまことに殺風景で名前

通りの雰囲気カミある.特に風雨の強い時などさえぎ

る物が狂いので身も心もdevαstatedとなるのである.

南側から見るPu'uPua'iは全くなだらかで穏やかなまん

じ｡ゆう型の山である.昆元にはよく発泡したスコリア

(軽石?)が一面に敷きつめられている.これは噴出口

ヒ至

口

の風下800m離れた地点でも厚さが1.5mあるという.

4-9Chai110fCr包tersI{0ad

キラウエア火山見学の後半はEastrift･oneに沿っ

たコｰスである.まずキラウエア･カノレデラを一周

したCraterRimRoadと分かれてChainofCraters

Roadをリフト･ゾｰンに沿って南東に下りさらにリ

フト･ゾｰンの南斜面に発達する断層崖を南下すること

にする.この間にパウアヒ･クレイタｰの見学と

1969-74年噴火の主要な活動の中心で結果として小さ

な楯状火山となったマウナ･ウノレに登って火口をのぞい

て見よう.

ChainofCratersRoadはその名の通りEastRift

Zoneに沿って点々と分布するピット･クレイタｰ(後

に述べる)をつなぐ遣である(第54図).北西からルア

･マヌプヒマウゴクｰラウヒイアカバウアヒ

アロイアラエそしてマカオプヒ･クレイタｰとピット･

クレイタｰがつらなっている.もっともこれらのう

ちアロイとアラエの2つのクレイタｰは新しくでき

たマウナ･ウル火山の下に埋ってしまった.筆者の1

人カミこの道路をマウナ･ウルまで徒歩で歩いてみたが

CraterRimRoadとの交差点から7～8長mもあり個

々のピットクレイダｰをつぶさに見ると1日かかって

しまう.また道路の両側にはオヒアの巨木が繁りさ

まざまの草花も興味深い.しかしここではそれら

を車窓から眺める程度にしよう.

CraterRimRoadとの交差点から600mほど進むと

道路は1974年溶岩を横切る.ルア･マヌ･クレイタ

0カルデラビント･クレイタｰ
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第54図位置図(1969年の噴火以前)

開口割れ目の分布はSwansonほか(1979)を簡略化したもの�



一が右側に見える.こヒには歩道があり開口割れ

目溶岩の通り道の溝(1.va.h.me1)スパッタｰラン

パｰト溶岩樹(1･V･tr･･)などを見物できる.ここ

から1.6kmほどでプヒマウ･クレイタｰのすぐ横を通

る.道路とクレイタｰ縁との間にあった展望台は19

75年の地震でくずれ落ちてしまった.プヒマウから

500mで道路の右にコクｰラウ･クレイタｰである.

小さく訪れる人も少い静かなピット･クレイタｰである.

次のヒイアカ･クレイタｰはコクｰラウから1･破mほ

ど先であるが道路はその南側を少し離れているため

車窓から見ることができない.ここの駐車場の手前

左側300m位の所には有史前の古いスパッタｰ･コｰ

ンが左側に見える.また駐車場のすこし先には1973

年の溶岩が道路を横切っている.ヒイアカから1･6良m

CraterRimRoadとの交差点から5.1kmでパウアヒ

･クレイタｰに到達である.

ところでピット･クレイタｰとはどういうものだろ

うか.日本の火山で普通にみられる火口と同じものだ

ろうか.どうも違うようである.日本の火山にみら

れる火口は富士山でも阿蘇や桜島でもマグマを地下深

所から地表へ噴出させる噴出口又は噴火口である.と

ころがピット･クレイタｰは深いほぼ円形の穴であ

るがそこからは何も噴出していない.それではど

うしてできたのか?地下深所から供給されたマグマに

よって火山が膨張することはすでに述べた.同様に

マグマがリフト･ゾｰンに沿って集積されることによっ

てリフト･ゾｰンも膨張する.リフト･ゾｰンのど

こかで噴火がおこったり他の理由でリフト･ゾｰン

第55図パウアヒ･クレイタｰ本文参照

の地下浅所のマグマが移動してしまうと膨張した部分

は収縮するがある部分ではほぼ円形に陥没する.

これがピット･クレイタｰでクレイタｰ(火口)とい

う名称がつけられているが噴火口を意味しない.

4-Oパウアヒ･クレイタｰ

さてパウアヒ･クレイタｰとその周辺を見学するこ

とにしよう.このクレイタｰは単一のピット･クレ

イタｰでなく3つのピット･クレイタｰの複合したも

ので長径500m深さ110m全体としてヒョウタン

形をしている.ヒョウタンの口にあたる部分に展望台

がありその内部を観察できる(第55図).クレイタｰの

壁には過去の溶岩カミ露出し楯状火山の断面をみるこ

とができる.またクレイタｰ底は新鮮な溶岩が埋

第56図パウアヒ･クレイタｰの北を通る開口割

れ目ユ973年5月5目に開口11月に再び

開nし噴出した溶岩は滝と狂ってバ

ウアヒ･クレイタｰに注いだ

第57図

バウアヒ･クレイタｰ近くの溶岩樹

きのこ型の溶岩樹は倒れやすく1975年のM.7.2の地震で

その多くは倒れた�
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策58図“Road'sEnd"の道路を覆う溶岩下は工973年のパホイホ

イ溶岩でその上を1974年のアア溶岩が覆う噴出年を示す

標式の下の白い板は立入禁止の立て札で文章の最後に漢字で

｢立入禁止｣とある

れ途中さまざまの形態のパホイホイ溶岩と溶岩樹の林

の中を歩くことになる｡歩道は当地を訪れる観光客

のために設けられており適所に簡単な案内板がたてら

れている･しかし歩道からはみ出すことは禁じられ

ている･溶岩樹などの天然の芸術品の破壊を防ぐこと

と観光客の安全のためである.

パｰク･レンジャｰは観光客の安全を守るため監視

をしており許可なく歩道をはみだすと保護される.万

全の装備をした上でマウナ･ウルの火口をのぞくため

にはレンジャｰの許可が必要である.

めその色は明るく壁の溶岩の色とは対照的である.

この新しい溶岩はマウナ･ウルから流れてきた溶岩と

この展望台の裏の割れ目から流出し展望台の所から滝

のように流下した1973年11月の溶岩である.ここに溜

った溶岩はクレイタｰ底に開口した割れ目から地中に

逆流しかっての溶岩湖の高さはクレイタｰ壁にテラ

スとして残っている.第55図の右下には円形の穴と

小さな高まりが見える.ただしクレイタｰ底は後に

述べる1979年の溶岩に覆われてしまって今では第55

図とは様子が異なるので脚注意.

展望台のうしろの開口割れ目を見よう(第56図).割

れ目の周囲はすべすべした表面のパホエホエ溶岩に覆

われている.注意して見るとこの表面についた模様か

ら溶岩が最終的に再び割れ目に逆流したことが読み

とれる.割れ目の周辺には奇妙な格好をした1～2m

の高さの溶岩樹がいくつか立っている.この溶岩樹の

高さはかっての溶岩流の高さ(厚さ)を示し割れ目

に近い溶岩樹には割れ目から噴出したスパッタｰがへば

りっいている.よく見るとこのスパッタｰが高温で

溶融状態のままへぱりついたことがわかる.

4･一11Iこ｡a.dl,sEnd

パウアヒ･クレイタｰから旧ChainofCraters

ROadをユ長m程行くと道路は1973年11月のパホイ

ホイ溶岩とそれを覆う1974年1月25目のアア溶岩によっ

て埋められている.｢Road'sEnd｣地点である.ア

ア溶岩は日本でもよく見ることができる.伊豆大島

の1950-51年溶岩の大部分や富士山の青木ケ原溶岩など

もアア溶岩である.ここでは是非フウ･フルフル

まで往復しよう.距離はおよそ1,9良mである.こ

の歩道の大部分は1973年のパホイホイ溶岩上につけら

4-121969-1974年の活動

歩きだす前にキラウエアのリフト･ゾｰンの噴火吏

上最も長期にわたり350×106m3という多量の溶岩

を流出した1969～1974年の噴火について簡単に紹介しよ

う･第1表はこの噴火活動を要約したものであるが

噴火の主要な活動の場がマウナ･シルとその近傍であ

ったことが明らかである.特に1973年4月26目マグ

ニチュｰド6-2の地震がハワイ島を襲うまでは短期

間のキラウエア･カノレデラ内とSouthwestriftzoneで

の噴火があるのみでほとんど全ての活動はマウナ･

ウノレで行われた.地震の発生後は勿論噴火の中心

はマウナ･ウルで行われたがマウナ･ウノレの火口か

ら溶岩が逆流しキラウエア山頂寄りのパウアヒ･クレ

イタｰ等の割れ目で短期間の溶岩噴泉がおこりそれが

止むとマウナ･ウルの火口に溶岩が戻るという形式の活

動がくり返された.

マウナ･ウルの位置はパウアヒ･クレイタｰとマカ

オプヒ･クレイタｰの中間にあった2つのクレイタｰ

アロイとアラエのほぼ真中でそこは平坦柾オヒァの原

始林であった(第54図).1969年5月24日現在のマウナ

ウルを通り西端はパウアヒ｡クレイタｰ多)南に始

まり東端はアラエ･クレイタｰの北で終る割れ目が

開口し溶岩噴泉の活動が始まった.噴火の主要匁場は

だんだんとアロイとアラエ･クレイタｰの申聞の今㌣ウ

ナ･ウルのある所へ移っていった.この場所を中心と

する火口域から大量の溶岩が流出しア漠イアラエ･

クレイタｰを埋めるだけでなくオヒアグ)原始林を溶岩

樹に変えEastrift･on･の南斜面を流下し広大で平

坦柾パホイホイ溶岩の原を作った(第59図).また後

で述べるようにパホイホイ溶岩からアア溶岩へ変化す

る様子カミしばしば観察された.

溶岩の流下は洪水の様に地表を広く覆うだけでなく

特定の形状の通路を通って行われた,管状の通路(1･w�
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策1表キラウエア

1969-1974年火山噴火活動

目付�継続期間(目)�火口位置�噴出量m3�面積km2.

1969.5.24-1971.10.15�875�マウナ･ウル�185×106�50

1971.8.14�O.4�キラウエア･カルデラ�10×106�2

1971,9.24-197ユ.9.29�5�キラウエア･カルデラ及び��

��Southwest工iftzone�8×106�4

1972.2,4一'1973.5.4�455�マウナ･ウル�125×10o�35

1973.5.5�1�バウアヒ･ヒイアカ��

��及びその周辺�1×106�O.14

1973.5.7-1973.11.10�187�マウナ･ウル�2.5×106�O,5

1973.11.10-1973.12.9�30�パゥァヒとその周辺�3×106�1.5

1973.12.12-1974.7.22�222�マウナ･ウル�30×106�8

1974.7.19-1974.7.22�3�ケアナガコイとその周辺及ぴ��

��キラウエア･カルデラ�10×106�3.2

tub･)や溝状の通路(1･v･･hann･1)などがそれでマウ

ナ･ウノレからアラエ･クレイタｰへの溶岩やリフト･ゾ

ｰンの南斜面を流下する大量の溶岩流はしばしば1ava

tubeによって供給された.溶岩流が凹地だとえ

ばピット･クレイタｰに流入すると溶岩湖ができる.

アロイ'クレイタｰやアラエ･クレイタｰは噴火が始

まるとすぐに溶岩が流入し埋められ溶岩湖ができた.

短時聞に大量の溶岩が流出すると凹地ではなく平坦

な所や極端な場合には斜面に自然堤防でふちどられた

溶岩池や溶岩プｰルができる.自然堤防に囲まれた溶

岩湖が一時アラエの火口の上にできた.1971年2'

月22目には火口から6た㎜南のボレイ･パｰリの基

底に溶岩プｰルができた.

1avatubeや溝状の通路を通って流下した溶岩は火

口から12長mはなれた海岸にも達し海に流入した.

1969年に海に流入したのはアア溶岩であった.1970

-1974年の間にパホイホイ溶岩が4回海に入り溶岩

三角州(1･v･d･1t･)を形成しノ･ワイ島に0･92たm2の陸

地をつけ加えた.またパホイホイ溶岩が海に流入し

海面下で枕状溶岩(pi11ow1･v･)が形成される様子が初

めて目撃された.その詳細狂形成過程は1972年と

エ973年にスチｰル写真と16m皿のカラｰ映画に記録さ

れた.このフィルムは日本でもTV.で数度放映さ

れ多くの人に感動を与えた.

4-13フウ･フルフルヘ

｢Road'sEnd｣地点の少し手前からフウ･フルフル

ヘの歩道は始まる(N･p･uC･･t･･T･･i1).歩道を少し

進む間は1973年の新鮮なパホイホイ溶岩上を歩くが

この付近は多くの観光客が入るために表面の玄武岩

ガラスは壊れその破片の上を歩くよう粗ものである.

歩くうちにだんだん人の入った気配が少なくなりパホ

イホイ溶岩の表面は乱されなく狂る.同時に高さ

2mぐらいの高まりが目に入る.溶岩樹の林である

(第60図).多くの溶岩樹の中には木が今でも残って

いるものや木は溶岩の高熱のため焼けてしまい内側に

樹皮の表面の型を残しているもの(溶岩樹型)などいろい

ろある.溶岩樹の高さから判断すると溶岩の高さは

一時現在の溶岩の表面から2mほど高かったことがわ

かる.溶岩樹の中には第61図の様にまるで十二単

衣を着たよう桂ものもある.溶岩樹は高温の溶岩が

樹木に接し冷却し樹幹を包むように固化すると同時に

(勿論樹幹は焼けるが)溶岩流の表面の温度が低下し粘性

の増した皮殻が樹にまといっき第61図の様になったも

)＼ふ･1

■m-1■､

!一､栖

一

琢

山｣ふ｣｣ll

第59図1969-1974年噴火の溶岩の分布図�
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のである･溶岩樹は転倒しやすくその表面も壊れ

やすい.できるだけ長く壊さずに保存したいものであ

る･フウ･フルフルに近づくと歩道は1973年溶岩

の周辺部を通っている.この付近では縄状溶岩を多

く見ることができる(第63歯).

縄状溶岩は温度カミ低下し粘性を増した溶岩の表面がよ

り高温でより流動性に富む内部の溶岩が流下する際に

ひきづられしわに注った状態で固化したものである.

4-14フウ･フルフル

プウ'フノレフノレ(第62図)は有史前(ノ･ワイの)の溶岩

とシンダｰからなる比高50-60mの小丘である.この

頂上からの36びのパノラマは雄大で晴れた目にはマ

ウナ･ロアマウナ･ケアキラウェア火山の山頂部

キラウエア･イキマウナ･ウルマカ'オプヒ･クレイ

タｰさらに最近の溶岩その噴出口である割れ目や溶

岩樹などを見わたすことができる.今まで歩いてきた

歩道から山頂への分岐地点には案内板があり天気のよ

い時にはぜひ登山することをお奨めしだい.第64図

はこれから登るマウナ･ウルをフウ･フルフノレの頂

上から見たものである.その斜面はハワイでは比

較的傾斜がきつくその表面はパホイホイ溶岩からなっ

ている･山頂付近は赤褐色に変質しておりパホイ

ホイ溶岩になれた眼には奇異な感じを与える.マウナ

ウノレの斜面には自然堤防で囲まれたほぼ円形の溶岩

地(1･v･pond)が見える(第64図ほぼ中央).

4-15マウナ･ウルの火ロペ

前にも書いた様にこのルｰトは歩道からはずれた

ノレｰトでありフウ･フノレフルのふもとには｢危険立

入禁止｣の看板が立っている.我々はレンジャｰの

許可を得て登山したものである.パホイホイ溶岩の上

第60図フウ･フルフルヘの歩道の周囲の

溶岩樹林

第62図フウ･フルフルとマウナ･ウル小

楯状火山Road'sEnd付近より

第61図`十二単衣'涛岩樹

本文参照

第63図パホイ

ホイ溶岩と縄状溶岩�
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議鱗,一一難

繍灘

燃嚢

第64図フウ･フルフルから見たマウナ･ウル

正面中程に本文中に述べた溶岩池が見える左手後方の高まりは有史以前の小楯状火山

KaneNuiOHamoでその右にマカオプヒ･クレイタｰカミある

は慎重に歩く必要がある.中が空洞にたっている溶DU亙亙I肌ηは溶岩の固結した皮殻が内部の溶解状態

岩を踏み抜くと玄武岩ガラスの破片で怪我をする.の溶岩の対流によって分割し移動し押しまげられ

踏跡をさがしながら登るとやがて自然堤防の上に立つまた沈み込んでいく様子を観察した.まさにプレｰ

ことができる.このマウナ･ウルの楯状火山の斜面のト･テクトニクスのミニチュア版である.勿論ミニ

途中に出来た池は溶岩が火口から溝状の通路(第65図)･プレｰトの動きは年1cm-10cmではなくその動

によって供給されてできたものだカミどうしてこのようきは多様であった.この運動は16mm映画で記録さ

な不安定な場所に出来たかよくわからない.溶岩地のれた.この記録の詳細な検討はグロｰバル･テクト

表面はほぼ平坦である.平坦な溶岩の表面には第二クスに多くの貢献をもたらすかも知れない.マウナ

66図に見られるような不規則柾線状のへこみがつら･ウルの溶岩池に話をもどそう.

なる.これは何だろうか?このシリｰズその1で第66図は上記のマウナ･ウルの火口溶岩湖で演じら

プレｰト･テクトニクスとホット･スポットモデルにれたミニ･プレｰト同志の衝突で一方が他方の下に沈み

ついて簡単にふれノ･ワイ諸島が太平洋プレｰトに乗込んでいくのに似ている.この溶岩地でもミニ･プ

って北西にゆっくりと移動していることを述べた.レｰト運動があったのかも知れない.

1969-74年の噴火の際に溶岩湖が生じたが溶岩湖の

表面は空気により冷却されるカミ内部は長年にわた先に進もう.小楯状火山の頂上も近い.頂上の商

って溶融状態を続ける.溶岩の表皮がプレｰト溶融さはかってのオヒアの原始林からおよそ130m程

している内部の溶岩はマントルに相似ができればプである.頂上近くは特に注意が必要である.溶岩

レｰト運動が溶岩湖で再現できるかも知れない.を溶岩池へ供給した溝がすぐそばにあるし表面を薄

い殻で覆われただけの溶岩トンネルがあるかも知れない.

1971年マウナ･ウル火口の活動が比較的静穏で火パホイホイ溶岩上の踏跡を追う.

口内に溶岩がたたえられている時にU.S.GSの

第65図マウナ･ウルの火口から溶岩池へ溶岩を供

給した溝(Channel)

第6脳溶潜沌享)表面右側の皮殻が左側の下に沈

み込んでいる�
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マウナ･ウルの山頂部は直径およそ130mほどの大

きな火口とその周りにわずかに平坦な面があるだけで

狭い.その平坦面には火口に同心円状の割れ目がた

毅

第67図マウナ･ウノレの山頂付近から見たフウ･フルフルと円形の溶

岩地スカイラインはキラウエア楯状火山

く志んまぺ)決して安全では扱い.火口壁はほぼ垂

小で濠)る部分ではオｰバハングしている.火口の中

汐序巻込むためには環状の割れ目より火口側に入ら

阯汐一き㌧伽レの頂上

1-1紗縫逢している

山頂部は赤褐色を呈し環状の割れ

第69図手前のパホイホイ溶岩と黒褐色のコｰクス状のクリンカｰを兼

せたアア溶岩アア溶岩は写真中央都に見られるように

節理をともなう塊状の厚い溶岩である

第71図パホイホイ溶岩の小さなトｰ(toe,突端)

灘1,

漱臓1泌…1打ぺ溶岩6断面気泡に富み薄い

｡砂り資ックスの高さはおよそ10cmである

カバン隣のラ

雲雑然薫パ};{ぞ:1;一で溶岩

も忠妻ポζしまう

様々放形態のtoeカ童見られ時間のたつの�
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ざるを得たい.用心深くのぞいて見ると100m位の

深さの火口底は周辺から落ちた大きな岩塊で埋まり

火山ガスがたちこめていた.ミニ･プレｰト運動を演

じた溶岩湖は跡形もなく消え去り5ケ年間続いた噴

火の主要な噴火口とその周辺は期待に反してかなりの

恐怖感を与えてくれた.

4-16ヒリナ･パｰリを下る

マウナ･ウルからさらに東へ1969-74年の噴火活

動で形成されマウナ･ウノレに連なるもう一つの小楯状

火山アラエを経てマカオプヒ･クレイタ]への歩道も

興味深い.しかしフウ･フノレフルから砧㎜もあ

り時間がかかりすぎることもあってこれは省略して

“Road'sEnd"へ戻ろう.

“Road'sEnd"からChainofCratersRoadをリフ

ト･ゾｰンの南斜面のHilinaFau1tSystemの断層崖を

下ろう.1969年2月22目に溶岩に覆われて以来閉鎖さ

れていたこのルｰトは1979年7月16-22目ヒロで開催

された国際火山学会の巡検に間に合わせるように開通し

た.我々がこの道路を通ったのは開通後わずか一

週間であった.新しい道路は旧道とくらべるとマカ

オプヒの付近でがたり南を通り1969-74年のパホイホ

イ溶岩やアア溶岩を横切りHi1inaPa1iの下で旧道に合

流している.Hi1inaFaultSystemのうち最も北の断

層崖pa1iokeawePaliの所に駐車場と展望台があり

ここで様々な形態をしたパホイホイ溶岩の観察と海岸ま

で流下した溶岩原の景観を楽しむことができる.

パホイホイ溶岩は高温の玄武岩溶岩の表面構造で

スベスベしたという意味の現地語を語源としている.

またハワイが玄武岩の火山で最もよく研究されてい

ることからこの言葉は術詩として世界的に使われて

いる.同様にアア溶岩もガサガサしたという意味

の原地語が語源である.

パホイホイ溶岩の出来方は次のようなものである.

まず高温の流動性をもった溶岩の表面が急速に冷却し

精一性を増し皮殻を作るが内部の溶融している溶岩は

すでに出来た皮殻を破り外へ出る.外に出た溶岩もた

ちまちその表面は冷却しやはり薄い皮殻を作る.一

般に舌状のパホイホイ溶岩はその前面の皮殻だけでは

なく横や上方が破られることもある.皮殻付近の気

泡は溶岩の表面が引き伸ばされるとともに伸び気泡

間の隔壁は伸びきりついにはちぎれてトゲ状になる.

いわゆるサメ肌状のパホイホイが出来あがる(第70

7172図).

アア溶岩はパホイホイ溶岩より少し温度の低い溶岩

ら見た1969-74年溶岩本文参照

の表面構造で黒褐色で固いトゲが多く気泡に當んだ

コｰクス状のシンダｰに覆われている.アア溶岩の前

進はパホイホイ溶岩と比較すると一般に遅くまた厚

い層をなす(第69図).パホイホイ溶岩はガスが抜け

その温度･流動性が低下するとアア溶岩に変化するが

その逆の変化は起らない.

この展望台から海岸の方を見下すと断層崖とその基

底から海岸まで広がる平原には広く1969-74年溶岩カミ

分布している.パホイホイ溶岩は銀色に輝きアア

溶岩は黒色でそのコントラストは強烈である(第73

図･74図).第73図のほぼ中央に見える黒い帯はユ969

-70年のアア溶岩でありその上方(西側)に白く光るの

は1972-74年のパホイホイ溶岩である.(つづく)

第74図断層崖に掛る1969-74年溶岩銀色に輝く部分はパホイホイ溶岩

黒色部はアア溶岩である�




